
ダイコン子葉の葉緑体発生に関する研究（3）

緑化初期にわける光化学系I，皿の発達に

　　　及ぼす4一チオウリジンの効果
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Stud．1es　on　the　Ch1orop1ast　Deve1op蘭琶血t　m　Rad1sh　Coty1ed．ons（3）

　　Effect　of4－th1our1dme　on　the　De∀e1opment　of　Photosystem

　　　　　　　I　and－II　m　the　Ear1y　Stage　of　Greenmg

　　　　　　　　　緒　　　　言

　黄化植物体に光照射すると，クロロフィルが生成さ

れ，暗所ではほとんど検出されない光合成能が発現す

る．単離したプラスヂッドの光合成能力は，その酸素発

生能，二酸化炭素の固定能，光還元活性，あるいは光リ

ン酸化反応の測定により追跡され，プラスチッドの発達

と機能の発現との相関性が広範に研究されてきた．植物

種，光照射条件，測定方法に差異があるため，これまで

報告されてきたことを単純に比較することは困難である

けれども，全体として以下のように総合することができ

る1）’4）．

　1）酸素発生能はクロロフィル合成よりも遅れて発現

する．2）クロロフィル生成量，a／b比などはともに光

合成の開始とは無関係である．3）光化学系Iあるいは

循環型光リン酸化反応は，光化学系1皿あるいは非循環型

光リン酸化反応よりも早く出現する．

　一方，クロロプラストの光誘起に基づく発生過程を詳

細に研究するために，クロロプラストの発達を遅延させ

る手段として，クロラムフェニコール，アクチノマイシ

ノD，Sandoz6706，DCMU〔3一（31，41一ソクロロフ

ェニール）1，1一ジメチル尿素〕等の薬物の投与5）一7，

近赤外光2，，低照度の光照射等の方法が報告されてい

る．われわれは，4一チオウリジン（4SU）がクロロプ

ラスト内成分であるプロトクロロフィライド，クロロフ

イル，カロチノイド類，炭酸固定酵素（RuDP　carbo－

xy1ase），クロロプラストリボソームRNAの量的低下

をもたらし，クロロプラストの発生のみを特異的に遅

　※　生物化学研究室

延させる効果をもつこと，およびこの効果は光照射を綻

けることによって回復するものであることを発見し報

告8）一3）してきた．今回は4SU処理したダイコン子葉

において，光照射24時問以内での，プラスチッドの発達

に伴なうクロロフィル生成および単離したプラスチッド

における光化学系I，1皿の活性について検討し，また暗

所培養期問の長さがプラスチッドの発達におよぼす影

響，4SUの作用部位に対する一検索を行なったので，

その実験結果について報告する．

　　　　　　　実験材料および方法

　　植物材料と生育条件

　タイコノ（R砂1〃舳3∫α肋鮒LINN）種子を025mMl

あるいはO．5mM4SUを含む1mMリン酸緩衝液（PH

7．O）を吸収させた脱脂綿上にまき，暗所23oCで発芽

生育させた．一定期間晴所培養の後・白色螢光灯（Mi－

tsubishi－FL20SPG，40001ux）で光照射した．

　　試　薬

　4SUは既報g）のようにFoxの方法に従って合成し，

精製したものを使用した．6一アザウリジンは協和醸酵

株式会杜より購入し，DCMUは全購連の上島氏より提

供して頂いた．DPCO（ジフェニールカルバゾン）はメ

タノールー水系にて再結晶化したものを用いた．

　　プラスチッドの単離

　各時間光照射したダィコン子葉をつみとり，O．3Mシ

ュークロース，0．01M塩化ナトリウムを含んだ0．05M

リン酸緩衝液（PH7．2）14）とともに磨砕し，8層のナ

ィロン布を通して口過した．得られた口液を1000×9，

10分間遠心し，沈殿部を再度単離緩衝液に懸濁してから
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同様の遠心操作で洗浄した．得られた沈殿を単離緩衝液

に懸濁してプラスチッド調製晶とした．以上の操作は

すべて低温（O～4◎C）にて行なった．このように調製し

たプラスチッド標品には，ミトコンドリア局在のグルタ

ミン酸脱水素酵素の活性はほとんど検出されないことか

ら，他の穎粒の混在は無視できる．

　　光化学系I，■の活性測定

　光化学系IはAvRON15），VERNON16）によって報告

されたDPCOの光還元を487nmで，系1皿はDPIP
（ジクロロフェノールインドフェノール）光還元を610

nmで吸光度変化を追跡し，それぞれ分子吸光係数

2．70015），19．00017）を用いて計算した．光還元量の測定

はプロ：ノェクターラノプから得た白色光30．0001uxを

照射し，吸光度変化をHitachi－124型分光光度計を用

いて追跡した．

　全クロロフィル量はMACKINNEY18）の方法に従い，

a／b比はヒドロキシルァミン法19）に従って決定した．

プラスチッドタンパク量はプラスチッド標品をアセトン

と混和し（90％アセトン），10，000×97分間の遠心に

よって沈殿する画分を，1N水酸化ナトリウム溶液で加

水分解したのち，銅一FOLIN法で算出した．

　　　　　　　　結　　　　　果

　　クロロフィル生成

　4日間暗所で発芽生育させたダイコン芽生えを4．000

1ux23oCの明所へ移した後，クロロフィル生成量を測

定した結果を図1に示した．1mMリン酸緩衝液（PH

7．O）で生育させた水培養では，3時間目までクロロフ

ィル合成がゆっくりと進んだ後，以後急速にクロロフ

ィルが蓄積されてくる．水培養の緩衝液に0．5mMの

4SUが共存した場合，3時間の明白な休止期を示し，

以後ゆっくりとした速度でクロロフィル合成が進行す

る．O．25mlV［4SU培養のものでは，両者の中間の様相

を示している．

　　光化学系I，■の活性

　4日問暗所培養したダイコンの黄化芽生えを4．000

1uxの明所へ移し，各時間毎に子葉を採取しプラスチッ

ドを単離して，系IはDCMU共存下でDPCOの光還
元，系1皿はDPIPの光還元によって測定し，プラスチ

ッドタンパク1mg1時間当りの活性を図2に示した．
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Reaction㎜ixture　for　DPCO　reduction　contained　in　a

tota1volume　of30m1mμmo1es　Tr1cme－KOH　buffer，
（PH8．0）150；NaC1，40；DPC0，0．5；DCMU0，015；and
P1astids　containing1－5μ9chloroPhyu．
The　same　reaction　mixture　was　used　for　DPIP　reduc－

t1on　except　that33μmo1es　DPIP　were　rep1aced　DPCO
and　DCMU　The　react1on　mlxture　was111ummated　by
white1ight（30．0001ux）from　a　projector1amp．

Activtiy　was　expressed－on　a　p1astids－protein　basis．

　O＿O　DPCO　reduction，Untreated
　△一△DPCO　reduction，Treated　with　O．25mM4SU
　▽一▽　DPCO　reduction，Treated　with　O．5mM4SU
　㊧　　㊧　DPTP　reductlon，Untreated．

　A　　A　DPIP　reduct1on，Treated　wlth025mM4SU
　▽　　甲　DPIP　reduct1on，Treated　w1th05mM4SU



FEI i~ ~~~ ~~ JJ;b ' A+~l ' ~~~ ~~'7~ ' 125 

7j~i~;~1c~sV~~.~~* 1 I~~~E~f~130/7J*~~'* eC~~~LI~I~~~~5 ~ , 

~!:ff~~~:*,,~~lC~f'~E~~Ji~t*~~ . ~~ll h~ 2 B~~fF~~~~~~f'~~~~~1 
~" 

~~) ~~~f~~-~~. ~~i~)~~'~~Ji~f*1~~~~)~~~~*~i"Ic~:~U~~; C 

~~~~~ ~. ~t~~~)~ 2B~f~I~~>~ 9B~~fFI~~~~C~)~)~ < ~ 

c' ~~'~~~~~~~=)~~;~~~~"~*~i' I c' ~:~~~'* ~)~!^,*.~~}C~~f*~~~~~~:~~i*II 

~ai)~;. 4SU ~~!!~~:iCJ~~~~f'~~~i~~~:~)H~fF~:~~~l~tL, ~~ 

J( O~~~f'~E ~~)vC~f~;T~~~ I ~ ~ C ~ ~L~; . 0.25mM 4SU 

it~T~~~=F~ ljfC~~~ c=}~. ~~ I CD~~f~~I~~ 1 ~~~~~~1c~~ 

B~~~~f'~~eC b* ~~~LI~~L~. 12~~Pf~~~~~~)~~*~~i* I c' ~~~~~)~,~* 

~*~'ll ~~:~. 0.5mM 4SU ~~;~u~-'..~~~~~> ~~~:~~tjtC ~ 

~ ~~ y ~l~ 3~~~f~~f'~i~IC b* ~;~ I C1)~f'f~~~~~:~~, ~ ~1C 

~i~ I ~)~f'~~~~:~:1C ~il)~)~~~rf~!'"~~:~. ~f~:~)~ 9 B~F~~I~ 

~~~~)~~~~~~j" I c' ~~~~'* ~)~~~~~i"ll~a5;~. ~~E:}~ 9B~PfE~~~lc 

~~~fr}T~l~b"c' t~~ ~ , 18B~~f~~~~ c=C1)~~~L~~~; I (:' ~~:~~'+ C~)~~~~~:"E:~ 

~;~. ~!:Ji~)C ~~>~. R~l_ ~~>bc 4SU ~~;~~~IC~~ht~u~ 

yj~4~~~~~ I , ll~)?~~'r~~H~1~~~~~~~~~~~L, ~~~~~IcJ~;~ f 

~ ;~ ~ y ~CD~~~~~tlf~L-~~;~L~~c~~~1"~~~~;IC ~~ < ~ [ ~ ~)j~~ 

tL~ ~~ ~; C ~ ~~~)~> ;~ . 

CC~f'~~~*~tL7 ~~~l~;~>~, Img j~~~y ~~:/'~ 

~ I H~~~~i ~ IC~~:Jci~~L;~ DPCO c' DPIP Cl) /~mole 

~i~(~)~~~~~~~)7~~~~~~~~~I c=a~;~. C~)~~~~>~AI~l~~>f~~ 

J~ 5 iC, ~~~~~fA~~~~~r~~~)~ 7 7 ;~~ y ~ Cl)~:~~IC~~f~~ 

O~'f~j'~~:}~~~:'jJ+u~ < ;~. ~l~1)~C(Z)f~:~:~~+7 7 ~t y ~~) 

~~~~~*~~4~~E~~:~-~~)'~ ~ )e - ~ c ~~f~~~ C (L ~>~J~' 

~ ~) ;~ . 

Table 1. Values of Photosystem I/II as a Fun-

ction of 11lumination Time. (4COOlux 23'C) 

-' Illuminatron 
Time 

Treatment 
3(hr) 6 9 12 18 24 

35 19 9 4.3 2.7 1.7 
33 24 17 Il 3 . 1 2 . 8 

(':lO ' J
 

, 4 ~ 

c 3 ~ _c: 

o 
~
 

~ , ~ 
:~. 

~ l 
.(J~* 

Untreated 

O 20=mM 4SU 

These values show the ratio of DPCO pmoles reduced 
per mg plastids-protein'hr to DPIP reduced. 

~:~fi;ur 7 7;~~ y ~~>~~:~~:1, ll~)~~:'~~;~ Img 

~ ~7 ~l 7 4 )V I H~fR~~i ~ C'~~~~1~!1j7~~)~~~l3 ~;~~;~. ~~ 

llL~ ~7 ~:1 7 4 'V~i ~~)~~i'~~}~. ~~=~~DJi~f*u ~~=j~f~:[~:~~~; 

ufC~f~~< 7P~;~~~/ ~~) ~~:~~c (c' b* IC ~~~'jJ+1j~< ~ ~: 

I IIC1)l~~=)~~f~~~) HLl~:~~~~~}~~~f~~ ~ , 0.25mM 4SU 

~~;~~, 7j~~~~z~~~1C~~ I C1)~~=~~~~'~E~- ~~>~~ < i~ ~) tL 

;~ T~t~~)~7j~~~~~~;b~~~I 3~~f~~, ~~II9H~f~:~, 4SU 

~~!;~~: C~~~"~~~: 1 6 H~i~f~1~. ~:lll8R~~~i~~ICI~=~~~~f~E~~T:~ 

~~:=)~~f'~E ~- ~~~~~l~1~;~B~~f~I~8~~~~L~)1~~>1C, ~:=)~~f 

( "' Io 2 

4 , ~ ~:: 

3 c) ~: 
~) 

.E~ 

'
)
 E

:
 

l ~ ~ a' 

~ p. 
c::) 

(:) ,)~ (~) O *" 6 9 l' IS 

T.llun]inirti<'n time ( hr ) 

Fig. 3 Actrvity of Photosystem I and 11 expre-

ssed on a Chlorophyll basls 

The assay method was the same as Fig. 1, 

O O DPCO reduction, Untreated 
A A DPCO reduction. Treated with O . 25 mM 4SU 
O O DPIP reduction. Untreated 
A A DPIP reduction. Treated with O . 5 mM 4SU 

'~~C!) l/~)V~~7~i~;~~ ~; ~ f~~ < f~~~1) ~V~ ;~ ~ ~~ ~ C ~ e~. 

4SU ~l!~~:~~L7*- ~ ~)~~}~ ~ ~:1 T~ 7 4 )~~)~~1~~~: ~~ ~~IC 

~~ ljC~~l~~~~!iO~l~:[~~~:~;~~1Cl) ~ / /~ i7 ~~J~~~) ;~ V ~~) ~i) ;~ 

~~~C!)~~~~~!~f~)1~~~:~~~~tL~~~~;I~~) ~~~ ~~L;~. tj 

~>lyf~~-~~ ~ l~~= ~~~~i'~~~~~: u7-L A~ ,~~.~> ~ ~~~~'* e~~~eC 4SU 

~~!;I~:~))~~~~:V~~f'~~~~)~~~~t~L/~V~;~ . (L~ tLe~ I ~1~ 

l~~~~~~~Z~i ~ C~ ~ ~:1 1:J 7 4 )~~:c~~~*'jJ+f~" < ~ ~ . ~~ ~ ･~~~*~~~j~ 

Cl)~:V~~'*~;t~:~~~!iV~~V~~ C c' ~~~:~ ~ ~) C'~"'~) ;~ . 

7P~ ~: ~ y ~C1)~~~~~_IC'~t~;~ ~~~Eij~~z~~~~f~l~C~)~~~ 

~P~ ;~ ~ y ~C~)~~:~:IC~~~~;~F~~~~~)~i~~lf~'~fi~:~~~~fFT~~) 

~'.__.~~'~~~-'~~1~'-'--' ~(~' 1'-L~~eC. 7j~~;~~~:'-.~~(C~ 0.25mM 4SU ~~!;1~: 

u~-･,_~F~~~~~?~,~L~1"tL72. 96, 120~~f~l~~~EiF~'~~f~~~;~1Jf._-

~, 4COOlux 23'C ~)AJ~IP~'~fi C=6 B~~fF3~ y~~~:~"'. ~fur-* ~~'< ~)j 

~ 7.~ ') ~~)~1~~~_~~~~~~:~2 eC~~:uj'-,_. ~~FjF~'~~7~~~~~TB~~ 

IC?.~.lJ~~LlfC7P~l h ~ ~ ~] 7 4 7 ~ h~~1~~ 7j~j~:~:IC*5V~ 

f~~ ~ ~C1)tL~~~~i~~~~~:~;~i ~ C~)7 1:7 h ~ T:7 ~:1 7 4 ~ ~ 

~~;e~);'t~f~,~~~7-... ~~7C7j~~~;~~) ~ ~) C=1~R~;~IF~'~fij~:~~~~l~~~) 

~~~~:eC~(1)C' 6~~fF~~)~~f~~ff*~~C~~ ~l ~J 7 4 )v a/b It 

~~~ < ~~~~~'4~~~7~~=V~cy~L~ ~ , ~~ 1:~ T17 7 4 )~~~(~)~"~y･J+C' 

~~ I . ~~II~)~i'~l~{~;T~~~'=-~r-*~ ~*tL;~. i~ I C=;,__~l~'~~f-,_j 

~ ;~ ~ y ~(D~:~-~~f~~~(~~1'_'~~~:~･~~ )e - ~ -~: I ~~~:Il:~) 



■126一 島根大学農学部研究報告 第7号

Tab1e2Effect　of　Seed1ing　Age　（Dark　Incubation

　　Time）on　P1astids　Development．

Untreated Treated with 
O. 25mM 4SU 

Dark Incubation (hr) 72 96 1201 72 
96 120 

Chloro phyll (a + b) * 135 264' 122 28 63 105 

Chloro phyll a/b 3 . 33 3 . 11 3 . 33 3 . 55 3 . 74 3. 93 

Photosystem I** 57 . 8 29 . 3 35 . 6 8 . 81 15 . 2 25 .8 

Photosystem II** 2 . 55 1 . 25 o . 66 O . 34 O . 45 O. 51 

Photosystem I/II 22 . 7 23 . 4 53 . 9 25 . 9 33 . 8 50 .6 

Protochlorophyllide*** 16 . 7 16. 1 16 . 3 2.3 5.2 6. 3
 

The　seed11ings　dark・incubated　for　described　period　were　exposed

to　continuous　white　Iight（40001ux）for6hr　except　the　seed1ings
for　the　determination　of　protoch1orophy11ide．

　　＊　　μ9／9fresh　coty1edon内

　　＊＊μmo1e’reduced／mg　plastlds－protem　hr
　　＊＊＊mμmoles／9fresh　coty1edons

比も大きくなり，暗所培養の期間が長い程，同じ光照射

時問内でのプラスチッドの発達は遅れることがわかる．

しかしながら025mM4SU処理した子葉中では全く

逆に，暗所培養期間の延長とともにプロトクロロフィラ

イド量に比例して全クロロフィル量も多くなり，系I，

1皿の活性増加が示された．系I対系1皿の比は水培養の場

合と同様に増大するが，これは025mM4SU処理の

ものでは系1皿の出現が遅く，一方系Iは急激に活性化さ

れるためである．ところで水培養では暗所培養期問の延

長とともにプラスチッドの発達抑制が観察されるのとは

全く逆に，4SU処理では発達が促進されるということ

は，暗所培養中に4SUの無毒化が進行していること，

すなわち現在全く不明であるけれども，何らかの無毒化

機構が存在することを予期させる．

　　　　　　　　考　　　　　察

　30分間光照射した水培養のダイコン子葉中から単離し

たプラスチッドは，DPCOの光還元によって測定され

る光化学系Iの活性を示す．その後プラスチッドの単

位タンパク当りで表現した活性は直線的に増加する．

BAR－NUN20）らはClzZα〃ツ∂o刎01zα∫rαηん〃6z　y－1を

用いた実験において以下のように考察している．光合成

能力の急激な上昇は光合成膜の活性化過程と考えるべき

であろう．従ってほとんど検出不可能な光化学活性しか

持たない暗所で生育したy－1細胞も，その膜には光合

成能力発現に必要な多くの成分はすでに存在しており，

律速段階となる成分だけが含まれていないのであろう．

光照射に伴なう急激な活性上昇は律速因子の合成，膜へ

のとり込みによってもたらされると考えられる．

　一方，水からNADPを還元する全光還元活性系の

系1皿と系Iを連結する諸成分のうち，チトクロームf，

　　b－563，ポテンシャルの低いb－559は暗所培養の豆

　　の黄化葉に存在するが，活性発現に必要なポテンシ

　　ャルの高いb－559の出現は光照射15時間以後であ

　　るという報告21）がある．又Dodge22）らは光照射に

　　伴なって合成される未確認の因子が光合成速度を律

　　速することを示唆している．ダイコン子葉について

　　も，光照射によって合成されるクロロフィルをも含

　　めた律速因子のとり込みによって初めて活性をもつ

　　不活性な反応中心前駆体は，暗培養の期間中にすで

　　にでき上っている可能性がある．この点に関して現

　　在界面活性剤を用いて可溶化したプラスチッド成分

　　を分析中である．系Iが系■に先行して活性化され

　　ることに関して次のように考えられる．系1皿はより

　　多くのクロロフィルbを含んでいる．系■の活性発

現のためには充分なクロロフィルbの供給という問題の

ほかに，系Iに比べてより多くの光依存的な律速因子の

合成とり込みが必要なのかも知れない．一方，伽η伽0

の実験系では，系■粒子は系I粒子に比べて崩壊しやす

いということも考えられる．4SU処理による活性発現

の時間的遅れおよび活性レベルの低下は，プロトクロロ

フィラィド，炭酸固定酵素，プラスチッドリボソーム

RNAの量的低下8）9〕ll）とともに，系I系1Iの活性発現

に必要な成分の量的低下に起因するものであろう．一方

単位クロロフィル当りの活性が光照射とともに上昇し，

最大値をもって以後減少してくる過程は，豆，大麦の酸

素発生，亜麻芽生えのDPIP，フェリサイアナイドの光

還元等数多く観察されている．これらの遇程の解釈とし

てDE－GREEF2）らは，活性の減少は光合成単位のサィ

ズの増加という点を指摘している．BUR－NUN20）らは

光照射によって活性化された単位膜当りのクロロフィル

量が少ないために，単位クロロフィル当りの活性が高

く，クロロフィルが急速に蓄積されるとともに，単位膜

当りのクロロフィルが多くなり活性が低くなること，従

って最大値に達するまでは色素系が律速的であり，以後

は電子伝達鎖の成分が律速的である，と述べている．わ

れわれは以前10：光照射24時間以後のダイコン子葉から

調製したクロロプラストについて，光照射時間とともに

単位クロロフィル当りの活性が減少していく点に関し

て，クロロプラスト発生過程における活性中心型クロロ

フィルと光捕捉型クロロフィルの定着率に差があるとい

う考え方を導入した．プラスチッドの発達初期（光照射

初期）に合成されるクロロフィルは多くが活性中心型ク

ロロフィルとして膜にとり込まれていき，存在する膜の

活性中心が活性申心型クロロフィルで満された時点で最

大活性を示し，以後急激に合成され続けるクロロフィル
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は新らたに合成された膜に活性中心型クロロフィルとし

てとり込まれるとともに，大部分は光捕捉型クロロフィ

ルとして定着するようになり，単位クロロフィル当りの

活性が減少するものと考えられる．

　水培養のダイコン子葉中において，暗所培養期問の延

長とともにプラスチッドの発達が遅れることが表2から

結論された　MARGULIES23）は豆の葉を冷暗所で2日

間貯蔵することでDPIP，NADP光還元能が5％に減

少することを報告し，これはプラスチッドのMn量の

低下に起因するものであると結論付けている．Mn量の

低下をわれわれの場合のダイコン芽生えにそのまま適用

することは困難であるけれども，暗培養の期間中に何ら

栄養素を与えていないので，一つの可能性として現在検

討中である．一方DE－GREEF24）は暗所培養期問の延

長に伴なうクロロフィル形成を詳細に研究した．豆の葉

においてプロトクロロフィライドは暗培養期間とともに

増加レ，9日目で最大衝をとった後一定となる．しかし

ながらクロロフィル生成に対して9日目までは休止期を

示さないが，9日目以後は暗培養期間の延長に伴なって

休止期が長くなる．これは存在していたプロトクロロフ

ィライドが不完全にしかクロロフィルヘと光転換しない

ことに起因するものであると報告している。ダイコンで

もプロトクロロフィライド量が同じであるにもかかわら

ず，生成されるクロロフィル量が少なくなることから，

豆と同じ光転換能の低下が予期される　又暗所培養期問

の延長とともに，光還元能の発現が低下するということ

は，光誘起によるクロロフィルを含めた律速因子合成能

の低下，あるいは膜へのとり込み能の低下が考えられ

る．

　ところでO．25mM4SU処理した子葉中では，水培養

の場合とは全く逆に，プラスチッドの発達が暗所培養期

間の延長とともに促進される．これは暗所培養中にプラ

スヂッドの発達に遅延をもたらす4SU効果の消失を示

唆している．4SUの作用部位，形態，無毒化機構は現

在全く不明ではあるけれども，ピリミジン化合物特にウ

リジン同族体である4SUの作用は非常に興味ある問題

である．4SUの作用部位を検索するために，次のよう

な予備実験をおこなった．ピリミジン代謝系の構成成分

であるオロチジンー5！一リン酸の脱炭酸反応を阻害する6

アザウリジン25）と4SUの作用効果を比較したのが表

3である．4SUはダイコン芽生えの全体重量，子葉の

重量にはほとんど影響しないが，クロロフィル生成を抑

制する．一方6アザウリジンは子葉の生育およびクロロ

フィル生成には効果を持たないが，全体重量すなわち胚

軸および根の生育を抑制する．このことから4SUはピ

Tab1e3Effect　of4－th1our1dme　and　6－azau－
　　r1dme　on　Growth　and　Ch1orophy11Forma－

　　t1on　of　Rad1sh　seed1mgs

Treatment

Untreated

025mM4SU
O．5mM4SU
0．25mM
　　　6－azaU
O．5m］〉［

　　　6－azaU

Tota1body　Coty1edon　Ch1orophy11
fresh　wei－　fresh　wei一　（a＋b）μ9／9
ght　g！50　　　gh主g／50　　fresh
seed11ngs　　palrs　　　　　　coty1edons

8，59

7，45

6，98

5，56

4．93

1，42

1，36

1，42

1，32

1．37

126，5

76，7

30．4

189．0

121．O

　Seed1mgs　were　cultured　w1th　or　w1thout　the　reagent

m　the　dark　for96hr　before　the111ummat1on　of　whlte

1ight（40001ux）for5hr．

リミジン代謝系の少なくともオロチジンー5！一リン酸の脱

炭酸段階での阻害ではないと結論される．

　　　　　　　　摘　　　　　要

　緑化初期のダイコン子葉におけるプラスチッド内機能

（光化学系Iおよび1皿）の発達過程について研究した．

1　光照射24時間以内においては，クロロフィル生成量

　は水培養（4SU未処理）と比べて，O．25mM4SU処

　理で約％，O．5mM4SU処理で約％と抑制される．

2　水培養の子葉から単離したプラスチッドについて光

　化学系Iは光照射30分後に検出可能であり，プラスチ

　ッドmgタンパク当りの活性は直線的に上昇する

　が，系■は2時間まで活性は認められず，シグモイド

　的に活性が上昇する．4SU処理した子葉から単離し

　たプラスチッドでも系Iが系1皿の活性発現に先行する

　が，水培養に比べて活性発現の時問的遅れとともに，

　活性レベルの低下が引起される．

3　単位クロロフィル当りの活性は，水培養，4SU処

　理ともに最初増大し，最大値をもった後，プラスチッ

　ドの成熟とともに減少した．この最大値は系Iの方が

　系1皿よりも早く出現する．4SU処理によって最大値

　の出現する時問的遅れの他に最大活性のレベルが低下

　する．

4　プラスチッドの発達と芽生えの暗所培養期問の影響

　を調べた結果，水培養では暗所培養期問の延長ととも

　にプラスヂッドの発達抑制がもたらされるが，4SU

　処理では暗所培養期間の長いほど，発達状態はよくな

　る．
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Sumuary 

The eLfect of 4-thiouridine (4SU) on plastids development of radish cotyledons was 
investigated in the early stage of greening up to 24hr-illum_.ination. 

1) Within 24hr of illumination, the formation of chlorophylls was reduced to l/2 in 
the cotyledons treated with O . 25mM 4SU, to 1/5 with O . 5mM 4SU, as compared with 
the control. 

2) Activity of photosystem I was first detectable after 30 min of illumination and the 
activity per plastids protein on a mg basis rapidly increased with the time of 
illumination. The activity of photosystem 11 could be detected after 2hr illumination, 

thereafter exhibiting a sigmoidal increase 

3) Activities of photosystem I and II, expressed on a chlorophyll basis, were that in 
both plastids isolated from 4SU treated cotyledons and untreated ones initially 
increased to a maximal activity upon illumination, and decreased slowly with the 
develoment of plastids. The maximum activity of photosystem I appeared in the 
earlier stage than that of photosystem II. The 4SU treatment caused a retardation of 
the appearance of maximal activity and a significant decrease in the photochemical 
activity. 

4) Elongation of the dark incubation time of the seedlings induced the delay of the 
development of plastids in the untreated cotyledons, but the contrary promoted the 
development in the treated ones 


